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はしが

t5年度から 17年度の 3年間に笠り交付された文部科学省科

金「基盤研究 (B) (2)J による「熱水性卑金属鉱床生成の

金属の挙動(課題番号 15340182) の成果を取りまとめたもの 。

花嵩岩貫入岩体の盟結にともない，マグマから分離した高混の熱水溶液は高

濃度の塩化物水溶液で， CO2などのガス成分や重金罵濃度も高濃度であり，
γ

溶液が熱水拡床の生成に密接に関与していると考えられている口マグマ肝併の

高退部で、は熱水が沸騰し，この時熱水中に溶存していた害発性成分は蒸気持に

移動し，塩化物や重金属は溶液中に残ると考えられてきた。熱水が沸騰状態

形成された流体包有物中には，気相に富む流体中に高濃度の重金震が認められ

ことがあり，熱水の沸騰時の重金属む挙動は従来考えられてきたよりも援雑

であることが予想される。本研究はこの点に着目し，熱水の鴇勝時に重金属

へどのように分配するかを求めるための熱水実験，単一流体包有物中

金罵濃度を測定するための放射光蛍光X線法の薙立，熱7]<.i容液に溶存する

COヲが N乱Cl溶解度に及ぼす効果を解明するなど、の実験的研究を行った G さら，'-， 

マント担銅鉱床の熱水の性質と起源の研究，および接触変成洋用に伴う

の性質を解明する目的で接触変成をうけた層状マンガン鉱床のマンガン鉱物の

酸素同位体む分析などを行った。以下に研究の成果を報告す…
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